
Ⅰ　決算の状況 

1. 決算規模
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実質単年度収支

　令和6年度の一般会計は、
　　歳入　280億2,507万4千円（前年度 272億6,128万3千円）
　　歳出　264億2,919万円   （前年度 260億  437万3千円）

となり、前年度に比べて歳入は7億6,379万1千円の増加（+2.8％）、歳出は4億2,481万
7千円の増加（+1.6％）となりました。

歳入歳出差引額（形式収支）15億9,588万4千円から、繰越明許費の翌年度へ繰り越
すべき財源3億6,338万8千円を差し引いた実質収支は、12億3,249万6千円で、単年度収
支は、+3億5,759万4千円となりました。

当初253億6千万円でスタートした予算は、9回の補正を行い、22億6,715万3千円を増額
し、また、前年度からの繰越額21億1,507万5千円を加え、最終的には297億4,222万8千円
となりました。

歳入においては、市税は法人市民税の増加により増額となりました。また、施策推進の
ため、財政調整基金と公共施設整備基金を活用しました。

歳出においては、物価高騰対策事業により、物価高騰の影響を受けた市民や事業者への
支援を行いました。また、中学生給食費無償化や多子世帯修学支援、地域子育て支援事業
の充実を図り、子育て世帯への支援を拡充しました。さらに、消防防災センター建設、
バッテリーロード・バッテリーパークの整備を行うなど、「住みたい」「住み続けたい」
と思える街づくりに向けた施策を着実に推進しました。
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　 表－１　直近５か年の収支状況
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